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１.はじめに 

気柱の共鳴において，開口端は腹の位置にならず，開口端より少し外側が腹の位置になるこ

とが知られている。この腹の位置と開口端との距離は，開口端補正と言われている。開口端補

正はどれくらいの値になるのか，いろいろな説がある。よく言われている説として，管の内径

の 0.6 倍であるというものがある。しかし，管口の形状を変えると開口端補正が大きく変化す

るとも言われている。たとえば，管口の形状をラッパ状にすると，開口端補正が大きくなり，

短い管で低音が出せる説もある。それで，今回，気柱の共鳴において，開口端補正がどの程度

生じるのか調べる実験を行う。 
 

２.実験方法 

 実験として，次の３つのものを考えた。 
① 管の内径を固定して，音波の振動数と開口端補正の関係を調べる。 
② 音波の振動数を固定して，管の内径と開口端補正の関係を調べる。 
③ 音波の振動数を固定して，管の形状を変化させて，管の形状と開口端補正の関係を調べる。  
 以上の実験から，開口端補正の値を求める実験を行う。 

 
３.音波の振動数と開口端補正の関係 

実験方法の①に取り組んだ。管の内径を

3.9cm に固定して，音波の振動数を 349，440，
523Hz と変化させて，音波の振動数と開口端

補正の関係を調べた。その結果，図１のよう

なグラフが得られた。349，440Hz では，開口

端補正の値に変化が見られなかった。しかし，

523Hz においては，少し小さくなる現象が見

られた。今後，振動数の高い音波についての

データを多く集め，確認したいと考えている。

また，管の内径と開口端補正との関係は，音

波の振動数が 400Hz付近では，管の半径の 0.67
倍，523Hz においては 0.50 倍であった。 

 
４.おわりに 

  私たちは，音の共鳴現象に興味を持ち，今回の実験に取り組んだ。まだ，実験を始めたばか

りであり，また，音の学習も十分できていない状態で，よく分かっていないところもある。さ

らに，実験を続けて，データを集め，最終的には理論的に開口端補正のことが解明できたら良

いと考えている。 
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図１ 音波の振動数と開口端補正の関係 
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